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令和７年度 十日町市立下条中学校 グランドデザイン

まなび↑

こころ↑ からだ・
せいかつ↑

＜教育目標＞   探究心に富みしなやかでたくましい生徒の育成

◇ 課題を明確にし取組の計画を立て、自らの意思と責任で実行・評価・改善する生徒
◇ 社会に関心を持ち、豊かな人間関係を築きながら協働して役割を果たす生徒
◇ 将来の夢や希望を明確にし、その実現に向けて力強く取り組もうとする生徒

◆十日町市が目指す子ど
もの姿「ふるさと十日町市を
愛し、自律して社会で生き
る子ども」
◆下条中学校区で目指す
姿「気付き 考え 行動する

子ども」  

◇市全体で取り組む「居心
地のよい学級づくり」の自校

化と研究推進

◇いじめ防止の継続取組

・人との交流を通
した自己肯定感
の育成
・ちがいをよさと
とらえる人権感
覚の醸成

・ねらいを明確にし
た学習習慣の定着
・学んだことをどう
生かせるか考える
姿勢の定着
・各生徒のニーズに
応じた学びの実現
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【実態・課題・地域の願い】

・協力的な地域と、真面目でひたむきな生徒
・具体的な夢や目標、実現に向けた計画力・実行力の育成が必要
・全校69名の小規模を、一貫教育というメリットに転換する方策
・思いやりと粘り強さ、表現力を身に付け地域に貢献する人材の育成

・メディアを含む
生活リズムを中
心とした自己管
理能力の向上
・健康に対する正
しい知識の獲得
・体力の向上

地域

【成果目標】 ・平日の学習時間が全校平均90分以上
 ・各学年のアンダーアチーバーが10％以下
 ・自己有用感が高いあるいは高まった生徒が80％以上

 ・目標を持って自主的・計画的に生活した生徒が80％以上
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